
 1 介護予防事業に係る成果連動型民間委託契約方式（PFS）事業者選定審査会委員の選出について 

１．介護予防事業におけるPFSの活用 

高齢者の社会参加の促進は、健康寿命の延伸に寄与することは多数報告されており、

本市でもこれまで「ひらかた元気くらわんか体操」や「くらわんかウォーカーズ（ノ

ルディック・ウォーキング）」といった運動系の自主グループの活動支援体制を整備、

及び高齢者居場所等の通いの場の支援を行ってきました。 

今後更に介護予防活動の実施者の拡大するためには、運動系に自信がなくても新た

に誰もが容易にチャレンジできる、運動系以外の介護予防活動を実践するグループの

活動支援体制の構築が必要であることから、PFS事業を活用した事業を実施していく

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため、国がPFS事業を推進するため地方公共団体（モデル団体）を対象に実施

している「地方公共団体による成果連動型民間委託契約方式（PFS）に係る事業案件

形成支援事業」により当該事業の支援を受け、令和４年度のPFS事業実施に向け準備

を進めているところです。 
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２．介護予防事業におけるPFS事業の検討イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．成果連動型民間委託契約方式（PFS）事業者選定審査会 

 成果連動型民間委託契約方式により行う介護予防事業を委託する事業者の選定に

関する審査を担任事務とした市長の附属機関です。 

 当該附属機関は、学識経験を有する者、成果連動型民間委託契約方式（PFS）に

関する専門的知識を有する者、関係団体を代表する者で構成するものです。 

 関係団体を代表する者については、第１層協議体から１名選出予定です。 

高齢者主体の持続的な社会参画は、将来にわたる介護予防につながる

とともに、さらなる健康の増進に向けた取り組みは、「住み続けたい」、

「住んでよかったまち」につながっていくことを目指しています。 


